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 ２０２５年１２月２２日 

意 見 陳 述 書  

 札幌高等裁判所 

           原告 武田 茂東子 

私は、函館市に住んでいる武田 茂東子と申しま

す。私は以前、八雲、北斗市、函館市で小学校の教

員をしていました。私は大間原発が子どもたちへの

どのような影響があるのか、また、避難計画の問題

など 2点に絞って意見を述べたいと思います。 

私は職業柄、たくさんの子どもたちと出会いまし

た。毎日子どもた

ちに接する中で、

どの子も無限の可

能性を持っている

と感じられまし

た。そして誰もが、

希望と夢を持っ

て、自分のやりた

いことに向かって

進んでいくので

す。 

原発は万全な事

故対策をしている

ので絶対安全だと電力会社は宣伝し運転してきま

したが、2011 年 3 月 11 日、福島原発事故が起き、

安全神話は崩れました。それ以来、原発事故は起こ

るものと考えなければなりません。    

大間原発は、世界で初めてのフルMOX燃料の原

発です。ウランとプルトニウムの混合燃料で、プル

トニウムの核分裂の反応が早くなり、原子炉の制御

が難しくなる非常に危険な原発です。ですからこれ

まで、世界でも使われていません。故障が発生し、

どんな事故になり、対処できる既存のデータがあり

ません。しかもフルMOX

ですから、プルトニウム

の使用される量も多くな

り、年間で１．５トン～４

トン位も使用されると言

われています。プルトニ

ウムは、人が１００万分

の 1 グラムを吸入すると

肺がんで死に至るという

非常に猛毒な物質な上に、

半減期が 24,000年で半永

久的になくなりません。 

元京都大学原子炉実験

 

 
 相双の会 

原発事故被害者 

連絡先 

國分富夫（会長） 

住所 

〒976-0052 

福島県相馬市黒木字迎畑 91-12 

電話 090（2364）3613 

メール kokubunpisu@gmail.com 

事務局 

鈴木宏孝 090-2909-6133（浪江） 

関根憲一 090-4889-3726（富岡） 

板倉好幸 090-9534-5657（南相馬） 

 

ＮＯ.１６７ 発行日 ：２０２６年４月１日 

 

 日本の国土は活断層２０００以上存在していると言われています。さらに地下に隠れていて

地表に現れていない「活断層」がたくさんあると言われています。 

地表で観察される活断層は、所々途切れたり、枝分かれしたり、並んだりしています。どこ

までが続きで、どこが切れ目なのか、決めるのはなかなか難しく、研究者の間でも統一見解は

ありませんと言われています。 

大間原発建設中の地下にもマグマ、敷地周辺の将来活動する可能性のある断層があると言われ

ていますので最大の争点である。 

 ちょっと遅れてしまいましたが、昨年１２月の札幌高等裁判での意見陳述を報告いたします。 

大間原発 
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所助教の小出裕章氏によると、大間原発で事故を起

こすと、大間原発から 31ｋｍの函館まで、秒速２ｍ

の風の場合、放射能プルーム到達は４時間２０分、

函館市民２３万４千人の 3％の 7300 人が急死し、

残りの２2 万 6700 人も何らかのガンで死に至るだ

ろうと予測しています。風速が早ければ当然、もっ

と早くに到達するでしょう。そのような超危険な原

発が海を隔てて、天気の良い日には私たちの目に見

えるのです。子どもたちも大人も「事故が起きたら

どうしよう」と、毎日が恐怖です。安心して生活す

ることが出来なくなります。 

2012 年の秋に福島県の様子が知りたく、南相馬

へ友人数名で訪れました。南相馬の駅には卒業式直

前の 2011年 3月 12日に福島原発の 1号機が爆発、

避難した高校生の乗っていたたくさんの自転車が 1

年経っても、時が止まったかのように、そのままの

状態で並んでいました。その情景は今でも目にくっ

きりと焼き付いています。 

原発事故は子どもたちの命、生活、友達を、そし

て毎日の幸せを奪ってしまいました。自分の意志と

は関係なく、人生が変わらざるを得なかった人々が

たくさんいたことを私たちは決して忘れてはなら

ないと思います。 

道南には、二十歳以下の子ども・若者が函館、北

斗市、七飯町、合わせて 4万 400人が暮らしていま

す。大間原発の事故が起きれば、子ども・若者の将

来の希望をすべて、電源開発が奪うことになります。 

日本は「子どもの権利条約」を 1994 年に批准し

ていますが、その条文第 6条に「締約国は児童の生

存及び発達を可能な最大限の範囲において確保す

る」とあります。子どもの権利という観点からみて

も、原発政策を推進している国と原発を稼働してい

る企業は、子どもの安心した生活環境を奪い、心身

の豊かな成長を妨げ、子どもの権利条約に違反して

いると言えます。 

２つ目に避難計画の問題です。もし大間原発事故

が起きた時、函館市民 234,000人、北斗市民 42,400 

人、七飯町民 27,000 人、合わせて 303,400 人が避

難しなければなりません。しかし、一度に逃げるこ

とは不可能です。なぜかというと海岸線は放射能汚

染され、避難経路は国道 5号線しかありません。そ

の国道はずっと 1車線が多く、休日など大渋滞しま

す。大沼から高速道路がありますが、そこも追い越

し車線を除けば、室蘭あたりまでほぼ 1 車線です。

どうやって 30 万 3 千 4 百人が短時間で避難すれば

良いのでしょうか？ 

さらに７０歳以上は函館市、北斗市、七飯町、合

計で 89,342 人います。函館市には大型観光バスが

40台ほどありますが、2000人ほどしか乗れません。

高齢になると車を持っていない人も多いので、ごく

一部の方しか避難できず、あとは屋内に留まること

しか出来ません。 

函館市 
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また避難計画を自治体に任せっきりすることな

く、事業者の責任で、市民が被害を受けることなく

納得できる避難計画を提示して頂きたいと思いま

す。私たちが被害にあった場合、企業としての責任

をどのように取っていくのか、保証も含めて具体的

に明記して頂きたいと思います。 

結論を申し上げます。 

 福島原発事故で大きな被害を出して、デブリもい

まだ取り出すことも出来ないことを私たちは学び

ました。もう「想定外」という言葉は使ってはいけ 

ないと思います。あらゆることを最大限想定し、そ 

 

＜私達の望むものは＞ 

※大震災、東電、東電原発事故から 15年に寄せて 

金澤文隆 

 3.11 のある日記憶がつい昨日のことのように思

いたり、遠い昔のことのようにも思いる 15 年目の

この頃です. 

あの日以来会う事のなくなったお隣さんやご近所

さん、友人知人親戚の方たちは今どこでどう過ごし

ているのでしょうか、元気で居てくれるでしょうか、

私は浪江には戻りましたが、矢してしまった 15 年

の変化の大きさを思わない日はありません。 

復旧復興という名のもとに日々響く工事の音が、残

念ながら希望の槌音には聞こえません。工事が完成

した時には、事故後会えなくなってしまった皆さん

にお会いできるのでしょうか、 

浪江町は新しい、度々見る模型のような綺麗で素晴

らしい町が出来上がるのかも知れません。しかし、 

果たして私たちの望む町はその町なのかと想像し

てみますが、しっくりと来ません。新しい町に懐か

しい顔が見えてこないのです。それは浪江という名

前の知らない町かも知れません。 

れが人々に被害を及ぼす可能性が少しでもあるの

であれば、きっぱりと大間原発建設は中止し、原子

力を使わず、誰にとっても安心な安全な電力を創り

だす、それが電力事業者の本来あるべき姿ではない

でしょうか。 

裁判所におかれましては、私たち国民の大多数の命、

生活を守る立場に立っていただき、危険極まりない

大間原発の建設を止めるよう、公正な判決を下され

ますようお願い致します。 

これで私の意見陳述を終わります。 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

箱、器は素晴らしくとも、中身はどうなるのでしょ

うか、私は花やですが、花瓶は高価なものでも、花

はどのような花が生けられるのか想像ができませ

ん。かつて、浪江町は双葉郡の商業の中心でした、

今その、面影はありませんが、お隣さんでもあった

K肉屋さん、H時計屋さん、Aスーパーさん、Y食

堂さん・・・今、誰も居なくなってしまった厳しい

現実があります。 

 果たして、大地震、未曽有の原発事故の復旧復興

はこれで良かったのか、この現状は仕方のない現実

なのか、そんなはずはないと思います。 

 なぜこうなってしまったのか、特に原発事故には

必ず原因があり、そしてこの結果があります。その

検証まだまだ途中でしょうが、それは必要で忘れて

はならないものです。 

 そして教訓として生かさなければなりません。 

 復旧復興のための、最終最大の目的は、私たちの

為の町を作ってほしいという事につきます。目に見

えないどこかの誰かのための物ではなく、ずっとこ

こに暮らしてきた私たちの為の街だと思います。 
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１．はじめに 

私は平成２５年２月４日に「東京電力福島第一 

原子力発電所事故による村の崩壊」と題して意見

を述べさせていただきました。 

その後も福島県相馬郡飯舘村小宮にとどまり放 

射能の測定を続けております。 

本日は事故後１５年を経た現在、原発事故の被害  

が収まったのかを、これまで調査で得たデータを

基に 述べさせていただきます。 

 

２．私の飯舘村とのつながり 

 ２００９年（平成２１年）９月に東京のＩＴ企業 

（の勤務先）から、飯舘村に農業研修所を開設す

るので管理人兼農業従事者への要請があり受託、

研修所開設と同時に２０１０年（平成２２年）３

月から現在も飯舘村に住んでいます（２０１１年

７月～２０１７年３月末までは、福島市内に避難

し村に通っていました）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．飯舘村概要 

  飯舘村は、 

① 福島県の浜通り阿武隈山系に位置する平均標高 

 高４００～５００ｍの地 

② 村の７５％を山林が占める面積２３０平方キロ

メートルの中山間地 

（同規模の面積２２５平方キロメートルを有す   

る大阪市は２７７万人居住） 

③ 人口６，２００人、世帯数１，７００世帯（何れ

も震災前） 

（２０２６年１月１日現在の村内居住者８２１  

世帯１，５０７人） 

④ 四季折々の花や、自然の恵が豊かな村 

⑤ 所得レベルは福島県内の下位に属するが村民の

心は豊かな村 

⑥ 高齢化率の高い村（２０２６年１月１日現在村  

内居住者６１．６％） 

 

 
意 見 陳 述 書 

 
令和８年３月２４日 

新潟地方裁判所 第２民事部合議係 御中 
 
               原告番号１２０          伊 藤 延 由 
 

１５年を経た福島第一原子力発電所事故による被害の実態 
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４．被害の実態（土壌汚染）① 

 原発事故の最大の被害は土壌が汚染されたこ 

とです。全ての生命の源となる土壌汚染は回復困

難です。 

 ２０２５年に私が調査した土壌３７件の分析 

結果、 

① 村外（県外）採取 5件の平均値 13Bq／kg 

② 村内未除染採取 16件の平均値 44,573Bq／kg 

③ 村内除染済み採取 16件の平均値 9,255 Bq／kg 

 事故前も、国内の土壌は天然核種と核分裂由来  

の人工核種によって汚染されていました。核分裂

由来核種は主にセシウム１３７等で、その値は１

０～２０ Bq／kgでした。原因の多くは１９５０

年代後半に行われた大気圏内核実験の残滓です。 

 しかし、飯舘村の土壌汚染の実態は明らかに福 

島第一原発事故由来の汚染です。 

５．除染の効果と限界 

 降下した放射性物質を除去するため、飯舘村の 

場合、除染と称して土壌の剝ぎ取りを行いました、

それに投じた費用は約４，０００億円（２０２４

年度末）と言われ、それは村の予算の約１００年

分（２０１０年度予算は４１億円）でした。 

 そして、除染面積は村の面積の１６％、残る８

４％は未除染のエリアです。 

除染の効果は限定的ですが見られました。農地

の除染の場合除染後の値は７００～３，０００

Bq／kgでした。 

しかし,その後の時間経過とともに自然の営みに

より再汚染が散見されます。 

６．44,500Bq／kg の土壌が事故前の値に戻るため  

に 

山林は除染しないのが国の方針ですから、セシ   

ウム１３７の半減期を待つのみ、すなわち３００

年でようやく千分の一になる。 

下のグラフで表した通りです。 

７．被害の実態（土壌汚染）② 

新潟県、長野県、熊本県などの汚染を調       

査した。 

No.7 柏崎刈羽原発から約３０km の地     

点の土壌汚染 

(福島第一原発事故と飯舘村の距離) 

No.8 刈羽村のモニタリングポストの 足  

下の土壌汚染 

No.9 柏崎市のモニタリングポストの足 

下の土壌汚染 

  ギネス認定されている世界一の発電量を誇る

柏崎刈羽原発も原発事故がなければこんな値です。 

No.10 長野県小布施町の小学校の土壌汚染、セシ 

ウム１３４が確認されており、福島原発事故現場

から３００ｋｍ以上離れていますが、明らかに福

島第一原発事故由来の汚染が認められます。

No.10、No.11は前述４．被害の実態（土壌汚染）

①  同様に、飯舘村の除染済と未除染の汚染の値

です（２０２２年）。 

以上の通り土壌汚染の回復には３００年を有し、 

その間放射線を放出し続け、植物を汚染し食物連

鎖により動物の汚染につながります。 

   

  これらの汚染が事故前の値に戻った時が原発   
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事故が収束したといえます。 

８．ないがしろにされた「放射線防護の三原則」 

 放射性物質を扱う作業には、放射線防護の三原    

則を守り被ばく量を低減することが義務付けら

れています。 

ICRP が提唱する放射線防護の三原則は放射線管    

理の要諦であり、厳しく守られてきました。 

放射線防護の三原則は以下の三項目で示されて     

います。 

1. 正当化 (Justification): 

放射線を使用する行為は、それによって得られる  

便益が、被ばくによる不利益を上回る場合にのみ

正当化されるべきであるという原則です。例えば、

医療における放射線診断や治療は、患者の健康状 

態を改善するという便益があるため正当化され

ます。 

2. 最適化 (Optimization): 

放射線による被ばくは、経済

的・社会的要因を考      慮に

入れながら、合理的に達成でき

る限り低く抑えるべきである

という原則です。これは、

ALARA の原則（As Low As 

Reasonably Achievable）とし

ても知られています。 

3. 線量限度 (Dose Limits): 

放射線業務従事者や一般公衆

が受ける放射線量   には、上

限が設けられています。これは、

放射線被 ばくによる健康影響

を制限するためのものです。 

三項目ともいかに被ばく量を低減することが重要

であるかを示しています。 

それは、自然界からの被ばくがあることから、一般

公衆の追加被ばくは年間１mSv の上限を設定する

などの規制が行われています（事故後の福島県を除

く全国各地）。 

しかし、福島県内では、原発特措法でその値が年間

２０mSvに設定されるなど、放射線防護がないがし

ろにされています。 

汚染土壌の再利用についても事故前は１００Bq／

kg以下の   みに許されていました。原発特措法で

この値が８，０００Bq／

kg以下に決められました。 

９．終わりに 

  以上の通り、どの

データをとっても、事故

前の値に戻っていないこ

とは明白です。 

  現在進められている

帰還政策は、直ちに健康

に害がないことをもって  

強行されていますが将来

にわたって被害を及ぼし   

ます。 
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国は住民が戻りたいというからと、除染して帰還政

策を進めていますが、被ばくのリスクを語ることは

ありません。 

放射線被害は「今がよけりゃ」の政策では将来に

わたって禍根を残します、原爆投下後８０年を経た

現在も放射線被害が収まっていないことから、放射 

線防護の三原則に従い可能な限り被ばくを避ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ための措置をすべきです。 

 原発が存在する限りこの悲惨な事故は防げませ

ん、原発再稼働を止めることが唯一の回避策です。 

 原子力発電所は現在の人知では制御不可能なプ

ラントです。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『原子力緊急事態宣言』について 

事故から満１５年になるというのに、『原子力緊急事態宣言』は解除されていない。原子力災害対策

特別措置法では「原子力災害の拡大の防止を図るための応急の対策を実施する必要がなくなったと認め

るとき」に、首相が緊急事態宣言を解除するとある。 

と、いう事は応急の対策がまだまだ時間が必要であるいうことなのだろうが、解除できない状況のなか

で、老朽原発を再稼働し、寿命が尽きても稼働年数を延長し、新増設も図るという矛盾している。 

つまり、電力資本、それにかかわる資本が儲かれば良い事で後始末は国、となれば国民の税金を使って

半永久的に管理することになります。今や国民の大半は「原発やめろ」と、訴えています。 

それにも関わらず再稼働、新設をかかげている自民党政権、国民の命と健康など一欠けらも考えてい

ないことにつながります。 

 事故を起こせば「ご迷惑をおかけしています」「被害者の皆さまには最善を尽くし参ります」と言い

続けてきたが、被害はまだまだ続きます。放射性物質が自然消滅するまで続きます。 

 その責任をどうとるのか、一つは再稼働、新設をしない、二つ目は「二度と核の平和利用などとウソ

ぶかない」で原子力発電所をつくらないことである。これが国民への謝罪である。 
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「３・１１」から 15 年となりましたが、いまだ

に東電も国も原発事故に正面から向き合っている

ように思えない現状。いまだに皆さんのような原発

事故被害者に正面から向き合っての謝罪や賠償な

ど、人間としての回復に努めようする姿勢の希薄さ

に、この国の絶望的な在り様を感じております。  

 しかし、同時代を生きるものとして、絶望するわ

けにはいきません。そんな思いで皆さんのふるさと

に通わせていただいて、取材・撮影した写真と文章

で綴った写真絵本も今日、ご紹介させていただく全

３巻で、１０冊目になります。 

 

  

 

この 15 年間に、「あの震災と原発事故」を知らない世

代が小学生や中学生になっています。是非、皆さんのご

協力で、相双地方はもちろん、全国の図書館や学校の図

書室に拙著を並べて欲しいと願っております。  

 具体的には図書館に「リクエスト」してください。学

校図書室には本書をお買い求め頂き、寄贈してください。

また、皆さんがお読みいただいた後に、お子さんやお孫

さんにプレゼントして頂きたいのです。まだ、福島原発

事故の被災の実相を知らない子どもたちや全国の人々に、

その実相を伝えることにご協力をお願いします。 

【問い合わせ】農文協  ☎048-233-9351 

 

 

 

 

消えた学び舎 変わりゆくまち 

 

『帰れない山里消えゆくわが家』 

『消える風景 明日へのねがい』

 各巻税込で 2750円  

 

『福島の生きる凛ちゃん』  

『百年後を生きる子どもたちへ』 

各巻税込 2200円 

 

【問い合わせ】  

農文協 ☎048-233-9351 

原発事故被害者相双の会の皆さまへのお知らせとお願い 
豊田直巳（フォトジャーナリスト） 


